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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 は、 日本 の新宗教 に関す る社会心理学的研究で あるが、 同時 に宗教心理学的研 究で も
ある。 この2つ の方向性 をどのよ うに統合す るのかが、本論の方法論上の基本課題 をな して い
る。そ のために、第1章 か ら第4章 にお いては 「宗教心理学」 という枠組みか ら、社会心理学
的研究 を含 む宗教心理学 の歴史 と現状、そ の問題点、そ して本論 のメイ ンテーマであ る 「回心」
について論 じた。続 く第5章 は、後半 の実証編 に向けて のプ ロローグで もあ り、 日本の新宗教
における 「癒 し」 に社会心理学的な立場か らアプ ローチ した。第6章 か ら第9章 までの4つ の
章 は、崇教真光 とモルモ ン教(末 日聖徒イエスキ リス ト教会)と いうフィール ドにおける、回
心(宗 教 的社会化)に 関す る実証的研究で構成 されて いる。
以下 に各章 の内容 を要約する。
第1章 「心理学 と宗教」では、 まず、宗教心理学 という学問が現在の 日本 において どのよ う
な状況 にあるのか を述べた。その際 にひ とつのポイ ン トとな るのは、宗教心理学には 「心理学
的宗教心理学」 と 「宗教学的宗教心理学」 とい う2っ のタイプが併存 している ことであ り、そ
の両者が ともに盛ん とは いえない うえ に両者の交流 も乏 しいのが現状である。心理学 的宗教心
理学(心 理学者 の宗教心理学)に おいては、宗教 に関す る個々 の心理学的研究 は存在 して も、
それが 「宗教心理学」 というカテゴ リー に位置づ けられ ることさえ期待 できないのである。
こうした現状 を踏 まえて、第2節 では宗教 と心理学の関係を見直す ことによって、心 理学 的
宗 教心理学 の今後 の発展 にっいて考察 した。 まず 、宗教心理学が心理学 とい う領域 の一部であ
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る ことを重視 し、その 中で地歩を築 くか、宗教研 究で あることを重視 して他 の宗教研究 の諸領
域 との積極的な交流 を図るか という基本 的な2つ の方向が考え られる(そ の具体 的な可能性 に
つ いては第3章 で探 った)。 そ のうえで、真 に 「客観 的」 な研 究 を行 うた めには研 究者が 自分
の研究の動機、視点、立場に敏感 にな り、それ を隠 して客観性 を装 うのではな く、 む しろ露 わ
にす るよ うな作法が必要 である こと、 また、世界 的に見れば 宗教心理学の中心 は欧米(特 にア
メリカ)だ が、非キ リス ト教文化 圏か ら地域性 を重視 したイ ー ミックな研究が発信 され る こと
で、宗教心理学がよ り豊 かなものとな る ことを示唆 した。
さらに、 この章の第3節 にお いては、宗教 の定義 の問題 を取 り上げ た。宗教 という複雑で広
範な対 象にアプ ローチす る とき、それ をどのような枠組 みで とらえるか を確認 してお くのは不
可欠な作業だか らである。そ のため に、多 くの研究者 によって提 出されて きた定義 を実体的定
義 と機能 的定義に大別 して概観 し、そ のうえで 日本 の新宗教 を見 る筆者な りの 「眼」 と して、
「集 団によって共有 され る、生 と死お よび死後 にまつわ る信念 と実践 の体系」 という実体的定
義 を示 した。
第2章 「宗教心理学の歴史(1)一 西洋編」で は、主 にアメ リカ にお ける宗教心理学の歴史 を
概観 した うえで、そ の現状 と問題点 につ いて述べた。
宗教心理学 の背景はギ リシャ哲学 以来の西洋 思想 に求め ることがで きるが、キ リス ト教 をひ
とつ の宗教 と して客観的 に眺 めることが 可能 になったのは18世 紀 にな ってか らであ り、1799年
のSchleiermacherの 『宗 教論』は宗教心 理学 の先駆 け と位置 づけ られ る。宗教心 理学 の実 質的
な始 ま りはそれか ら1世 紀後 の ことであ り、19世 紀末か ら約30年 間 にわたる初期宗教心理学は
当代 の一流 の心 理学者が参画す る宗教心理学 の黄 金時代 だった。そ の頃のJames、Starbuckら
の成果は今 も 「現役」 で引用 され ている。 その後 、行 動主義の隆盛 を初め とするい くつかの原
因 によって宗教心理学は衰退 し、そ の復興 がなったのは60年 代の ことである。
現在、主 にア メリカにおいて宗教 心理学 は一見 繁栄 を遂げてい るよ うに思 われるが、 実は大
きな問題 点 も指摘され ている。それ は、初期宗教 心理 学の時代 とは異な り、宗教心理学が 心理
学全体 のなかでいわば 「辺境」 に位置 し、そ の閉ざされた領域 においては発展 していて も、心
理学の 「主流」 に影響 を与 える(す なわ ち、文献 のなかで引用 され る)に は至 って いな い こと
である。 その理 由としては、研究関心が細分化 し、理論 的な展 望が見 られな い こと、心理学 の
主流の研 究方法である実験 による研究が乏 しい こと、一般 に普通 の人々よ り宗教性が低 いとい
われる学者 ・研 究者のなか でも心理学者 は特 に低 いのに対 して、宗教心理学 の研究者 は例外 的
に宗教性 の高いマイ ノ リテ ィ ・グループで あること、研究論文 を発表す る媒体が ほぼ宗教心理
学の専門誌 に限 られ ている ことな どが あげ られ る。
第3章 「宗教心理学 の歴史(■)一 日本編」 にお いては、明治 か ら現在 に至 るまで の 日本 にお
け る心理学 的宗教 心理学 の歴 史 を宗教学 的宗教 心理 学 と対比 させな が ら振 り返 る ことによ っ
て、第1章 で述べた今後 の宗教心理学 の発展の可能性 を具体 的に探 る ことを目指 した。
現在 ではほぼ忘れ られて いることだが、心理学 の海外か らの受容が始 まった明治時代以来、
宗教心理 学の系譜は戦後 に至 るまで続 いて いた。それ は細 々と したものでは あったが、決 して
一部 の特殊 な研究者 によって行われていたわけではな い。宗教心理学的研 究が生み出 され るに
当たっては、心理学 の草創期 の重要人物である元良勇次郎、松本亦太郎、桑 田芳蔵 らが関わ っ
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てお り、それ らの研究 の多 くは 『心理学研究』 の前身で ある 『心理研究』 に発表 されて いた。
研究関心の中心は入信 と子 どもの宗教 的発達で あ り、質 問紙法 によって行われた ものが多かっ
た。 この点でアメ リカの初期宗教心理学 の影響 をはっき りと見 る ことがで きる。 こうした研究
の総決算 に当たるのが1934年 および47年 に出版された今 田恵の 『宗教心理学』 である。戦後は
1940年 代か ら50年 代にかけて、 当時の世相 に疑 問を感 じた研 究者 によってい くつかの青年 の宗
教意 識調査 が行われ、 これが 旧来 の宗教心理学 の系譜 に連な る最後の研究群 となる。
そ の後 は社会心理学が 自 らの アカデ ミックな アイデ ンテ ィテ ィを確立 ・強化する にしたがっ
て、宗 教心理学 的研究 の多 くがそ のなか に取 り込 まれ、宗教心理学のアイデ ンテ ィテ ィは失わ
れて いった。それ によって、それ以前の宗教心理学の歴史は ほぼ忘れ去 られたのである。 これ
以 降になされた研究 の主な領域 としては、宗教的態度の研究、新宗教に関する多角的な研 究、
パ ー ソナ リテ ィ心 理学の立場 か らの研 究、禅 とシ ャーマ ニズ ムに関す る研究 な どが あげ られ
る。宗教 的態度やパー ソナ リテ ィに関す る研究は心理学 ・社会心理学の枠 組みに適 合 して発展
しやす い領域で あ り、一方、宗教研 究 としての独 自性 を発揮 しやすいのは入信'(回 心)や 宗教
的発達、死 と宗教性 に関する研 究である と思われる。
第4章 「回心の心理学」においては、本論文 の主な研 究関心である 「回心」についての レビュー
を行 った。
回心 は初期宗教心理学の主要な研究 関心 のひ とつであ り、現在 も回心の研究 に重 要な影 響を
与えて いる。 この章では まず、 それ らの諸研究 を当時 の宗教 事情 と照 らし合わせ て見 直す こと
によって、それ らの今 日的な意味を明 らかにす るよ う試 みた。 そのために、初期宗 教心理学 の
なかか らStarbuck、James、Ames、Coe、Prattの5人 の研究者 を取 り上げ、Starbuck、James
が 「受動型」 の回心 を重視 したのに対 して、後三者 はそ の批判 的な回答で ある と位置 づけた。
Amesら 三者 の研 究 の背景 には彼 ら自身 の宗教 的立場が強 く影 響 して いた と考 え られてお り、
それが初期宗教心理学の衰退 を もた らした との見方 もあるが、それを差 し引いて も余 りある豊
か さが彼 らの議論 には認め られる。そ こには個 人心理学、社会学、社会心理学的な見方が入 り
交 じ り、筆者 自身が重視す る、 回心 を宗教 的社会化 ととらえる見方 の原点 も見 いだ され るので
あ る。
初期宗教心理学の衰退後、 回心が再び注 目を集 めたのは60年 代 に入 ってか らの ことだが、 こ
の時は世界的 に新宗教運動が盛 んになって お り、 回心研 究はそれ らへの入信 を主 に扱 うよ うに
な った。つま り、初期宗教心理学 にお ける回心が キ リス ト教 の宗派(主 にメソデ ィス ト)内 に
お ける 出来事 だった のに対 して、60年 代以降 の研 究 では主 にキ リス ト教か ら非キ リス ト教グ
ループへの移動を指すのである。 また、60年 代以 降の研究 は主 に社会学者 によって担われ てい
る点で も初期宗教心理学 とは異なるが、 ここではそれ らを3つ のタイ プに分 けて レビュー し、
そ の背後 に受動主義者(回 心 者を受動 的な存在 と見 なす)と 積極主義者(回 心者 を積極 的な意
味の探究者 と見 なす)の2つ のパ ラダイム が存在す る ことを示 した。
最後 に、 日本で行 われた回心研究 を心理学や宗教心理 学の枠 に こだわ らず に振 り返 り、海外
の研究 において見いだ された3っ のタイ プの研究 が 日本においても可能で ある ことを示 した。
第5章 「新宗教の 『癒 し』 の機能」 は社 会心 理学的な視点 か らの 「癒 し」論で ある。宗教 と
癒 しに関する これまでの知見 を歴史 的な変遷 に注 目して概観 し、宗教、特 に新宗教 にお ける癒
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しの性質 につ いて考察 した。癒 しの対 象 としては、あえて心理主義的な立場 をと り、病気 を含
めた さまざ まな原因 による悩み ・苦 しみをすべて精神 的 に健康でない状態 として 「心の病」 と
と らえ、それが主観的 に改善された状態 を 「癒 し」 と見な した。 また、そのなかで も分裂 病や
神経症の ような精神疾患について は、古 くか ら宗教 との関連が問われてきた問題 であ るため、
精神医学的な知見に注 目した。
まず、キ リス ト教では精神 的健康 に対す る聖職者 の関心が高 く、 カウ ンセ リングは彼 らの重
要な仕事の一部である。信仰が精神的健康 に どう寄与 しうるかについては、教会 が社会化 の媒
体 となって生きる上での指針 を与え る、悩 める人 々に とっての 「安 全な港」 とな る、祈 りや告
白や 瞑想 のようなさまざまな宗教的行為が精神療法 のよ うな働 きをす る という3点 が指摘 され
ている。仏教 では僧侶がカ ウンセ ラー的な役割 を果たす ことは今で は少ないが、森 田療法や 内
観療法 に与えた影響 を通 じて、精神療法的な癒 しには大 き く寄与 している といえる。
一方、新 宗教 につ いて は以 前 は精 神病 との関連 で否 定的な見解 が示 され る ことが多 か った
が、60年 代以降 はそれが集団療法の働き を示 して いるという見方へ と変化 した。本論で は新宗
教 にお ける癒 しとして、いわゆる 「心 なお し」のよ うな修養的な癒 し、儀式の実践 による呪術
的な癒 し、信仰共 同体への参加そ の ものか ら得 られる共 同性 の癒 しの3点 を提唱す る。 このよ
うな経路 を経て得 られ る癒 しの中核 的な要素はアイデ ンテ ィテ ィの変革 ・確立で あるとと らえ
る ことができ る。
第6章 「回心へ の社会心理学的アプ ローチ ー真光 にお ける宗教 的社会化(1)」 では フィール
ドにおける研 究の報告 に入るが、それ に先立って、 第1節 においては本論で とらえよ うとして
い る問題の概念的な整 理を試 みた。そ の問題 は宗教 心理学的にい うと 「回心」 だが、社会 心理
学的な立場か ら接近す るために 「宗教 的社会化」 とい う概念で とらえなおす。 さ らに、 宗教的
社会化 には第一次的、第二次 的な宗教 的社会化が あ り、 新宗教 には幼児期 か らその信仰に接 し
ていた人 と青年期以 降に外 か ら入信す る人が入 り交 じっているため、 この2つ が ともに重要 で
ある。 そ こで、 この2つ の宗教的社 会化 をともに視野 に入れ る視点 と して、 「宗教 的生涯発達」
とい う概 念を取 り入れ た。
第2節 では主なフィール ドとす る崇教真光 の歴史 と教 え、儀 式を概観 し、第3節 で は参 与観
察 の成果 に基づいて真光 にお ける3つ の 「癒 し」 の様相 を明 らかに し、それ によって真光 にお
ける宗 教的社 会化 のメカニ ズム を探 った。 というのも、 癒 しと宗教 的社会化 には密接 な関連 が
あ り、教 え、儀 式、共 同体 という宗教 の中核的要素 をめ ぐって、信念 の社会化、宗教的活動 の
社会化、共 同性 の社会化が行われ、それ らがそれぞれ修養 的な癒 し、 呪術的癒 し、共 同性 の癒
しの回路 を形成 して、癒 しの体験が逆 に宗教的社会化 を促進す ると考 えるか らで ある。
この3つ のタイプ の宗教的社会化、癒 しのどれ に とって も、「道場」という場 にお けるコミュ
ニケーシ ョンが重要で ある。入信の動機は人 によって違 って も、宗教 的社会化が進行す るにし
たがって信 仰者 として の自分(ア イデ ンテ ィテ ィ)を 確立す る ことが重要な課題 とな り、それ
が癒 しの実体 であると考 え られ るが、 自らのアイデ ンテ ィテ ィを変革す るため の舞台 とな るの
が真光 にお いては道場だか らである。 したがって、第3節 では道場 にお けるコミュニケー シ ョ
ンの特性 を主に示 した。
第7章 「宗教性 の多元性 とその発達的変化 一真 光 にお ける宗教的社会化(H)」 にお いては、
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筆者が崇教真光 のある道場において行 った質問紙 調査 に基 づいて、宗教的生涯発達 と宗教 的社
会化 につ いて考察 した。それに先だって、第1節 では面接調査 か ら得 られた事例 をもとに これ
らの問題 につ いて検 討 し、宗教性 を多元的 にとらえる必要のある ことを示 した。
質 問紙調査 においては、宗教性 が信念、行動、体験、儀式 の4次 元 の構造 を有す るという仮
説 に立 って質 問紙 を作成 したが、得 られたデ ータを統 計的に検 討 した結果、そ の仮説 を検証す
る ことがで きた。なお、体験 の次元 は これ まで 「癒 し」 として とらえてきた ものとほぼ重 なっ
て いる。 また、真光 による第一次 的な宗教 的社会化 を経 ている 「二世」 の組み手(信 者)と 第
二次的な宗教的社会化が進行 中の 「一世」 の組 み手では宗教性 の構造が異な ると考 え、次元間
の関係 を検討 した ところ、前 者は信念主導 、後者 は行動 中心 の構造 を有す ることが示唆 された。
宗教性の4つ の次元 に及ぼす宗教 的発達 と社会化 の影響 を調 べるために、二世 の組み手 につ
いては性 と年齢段階 を、一世の組 み手については性 と年齢段 階 と入信年数 を要 因と して取 り上
げた。年齢は生涯発達 の、入信年数 は第二次 的な宗教 的社会化 の指標で ある。そ の結果、二世
の組み手 にお いては体験 の次元が年齢 とともに発達す る ことが示 され、一世 の組み手 につ いて
は信念、行動、体験 の次元 にお いて宗教 的社会化 の効果 が認 め られ た。 また、一世 の男性 の組
み手は青年後期(18～22歳)に 教 えに対す る 「懐疑」 を経験す る こと、男性 と女性では女性 の
ほうが宗教的体験が豊富である こと、宗教 的活動 に特 に熱心 なのは35歳 以上 の人 々で あるこ と
な ども明 らか になった。
第8章 「家族 と宗教性 一真光 にお ける宗教的社会化(皿)」 においては、宗教的社会化 の工一
ジェン トとしての家族に注 目し、主 に親 の宗教 的態度 が子 どもの宗教性 に与 える影響 につ いて
検討 した。
まず、真光への入信状況 を吟 味 した ところ、子 どもの入信 に親が強 い影響 を与 えるのは主 に
青年前期(13～17歳)ま でであ り、成 人期 にな る と逆に子 どもの影響で入信す る人が 出て くる
こと、父親 と母親では母親 の影響 力のほ うが強 い こと、配偶者 間で は女性が男性 を導 くケース
は多 いがそ の逆 は見 られな い ことな どが明 らか にな った。 したが って、真光 の家族 内ネ ッ ト
ワー クは女性 中心に形成され る といえる。 また、 真光へ の入信動機 としては、親の影響 による
入信では 「特 にな し」 が多かったが、それ以外で は病 いが最 も多 く、真光 にお いて手かざ しに
よる病気治 しが重要である ことが改 めて示 され た。
次 に、親が組み手であるか どうか によって子 どもの宗教性 に違 いが見 られ るか どうか を検討
した ところ、両親が ともに組み手である人は母親 のみが組 み手 である人や両親 とも組み手でな
い人よ りも布教 のための戸別 訪問や チ ラシ配 り(恢 弘の活動)を 頻 繁に行 って いる ことが示 さ
れた。 さ らに、親の宗教的態度が子 どもに与える影響 を調べた が、それ につ いては母親 の娘 に
対す る影響が限定的 に確認 されたのみであった。
一方、宗教 的社会化 の要因 として、親のほかに友人の影響 力にっいて も検討 したが、それ は
主 に男性 の組み手 について認め られ た。
第9章 「宗教的社会化 と宗教性 一民俗宗教 と新宗教のダイナ ミクスー」で は、宗教的社会化
が宗教性 に及ぼす影響 につ いて、 民俗宗教 と新宗 教のダイナ ミクス という観点か ら考察 した。
民俗宗教 を歴史宗教や新宗教の基層 に息づ くもの ととらえた場合、特定 の信仰 をもった 人の
宗 教心は、少 な くともそ の信仰 と民俗宗教 との二重の層か ら成 り立つ ことにな る。 この章で は
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そ うした信仰 としてモルモン教 を取 り上げて、 東北地方 の3つ の教会 に所 属する信 者を対象に
質 問紙調査 を行 い、モルモ ン教 の信仰 と日本 人の民俗宗 教性 とが どのよ うに分化 ・関連 し、そ
こにどのような要因が絡んでいるのか、す なわ ち、 モルモ ン教への宗教的社会化 が民俗 宗教性
にどのよ うな影響 を及ぼ しているのか を検討 した。 また、一世の信者 と二 世の信者 の宗 教性 を
比較す ることによって、モルモン教 の 「土着化」 の一端 を明 らか にしよ うとした。 これまで対
象 として きた崇教真光ではな く、 モル モン教 を対 象 として取 り上げたのは、 日本の民俗 宗教 と
は異質の基盤 において成立 した宗教 であるため、 民俗 宗教 との対比が行 いやすい と考 え られた
か らでーあ る。
分析の結果、民俗宗教性は加護観念、俗 信 ・タタ リ意識、現世利益的行 動の三つの部分 に分
け られ、後二者はモルモ ン教の信 仰が強.くなる と低下す ることが分か った。 すなわち、 民俗宗
教性の一部はモルモ ン教の信仰の影響 を受 けて弱体 化する とい える。 また、入信年数が長 くな
るとモルモ ン教の信仰が強 くな り、逆 に民俗宗 教性は どの要素 についても弱 くなる とい う宗教
的社会化 の効果が認め られた。 さ らに、宗教心 の世代間差異 に注 目した ところ、 男性の二世信
者 に若干 の 「信仰離れ」、 「民俗 回帰」 の傾 向が認 め られた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は10の 章で構成されて いる。第1章 か ら第4章 までの4つ の章は理論編 にあた り、宗
教心理学 をめ ぐる諸問題が国内外 の文献 を渉猟 し学史 に則って考察 される。 第5章 は新 宗教 を
「癒 し」の機能の視 点か ら位置 づけ、それ をふ まえて第6章 か ら第9章 までは新宗 教 「崇教真
光教団」と 「モルモ ン教 」をフィール ドに した社会心理学的な調査研究で実証編 となって いる。
第1章 「心理学 と宗教」では、 「宗教心理学」 とよばれ る研 究分野 にはく心 理学的〉宗 教心
理学 と〈宗教学的〉宗教心理学が 乖離 したまま併存 し、両者間 に交流の欠けている現状が指摘
され、両者 を有機 的に結びつける方策 として、 宗教心理学が心理学 とい う領域の一部であ るこ
とを重視 してそ の中で地歩を築 くか、宗教研究 である ことを重視 して他の宗教研 究の諸領域 と
の積極 的な交 流 を図るか の二方 向が ある と整序 す る。 それ をふ まえ、宗教心 理学 が客観性 を
もった隆盛 をと りもどすには、研究者が 自らの研究 の動機 ・視点 ・立場 を明示す る必要が ある
こと、欧米一辺倒の現状を抜 け出 して非キ リス ト教文化圏の地域性 を重視 したイー ミックな研
究が発信 され る必要がある ことを強調す る。 さ らに、 宗教の従来の定義を実体 的定義 と機能的
定義 に大別 し、 日本の新宗教研究 を視 野に入れ て論者は 「集団 によって共有 され る、生 と死お
よび死後 にまつわ る信念 と実践の体 系」 とい う実体的定義 を提示す る。
第2章 「宗教心理学 の歴史(1):西 洋編」 では、18世 紀か ら現在 まで の研究動 向が跡 づ け ら
れて いる。18世 紀末 のSchleiermacherr宗 教論』 を真 の宗教心 理学 の先駆 として評価 し、19世
紀末か ら約30年 間にわたった宗教心理学 の黄金 時代がJames、Starbuckら の成果 の紹介 を もと
に詳論 され る。そ の後行動主義の席巻 で宗 教心理学は衰退 して いき、60年 代 になって再度 アメ
リカで復興す るが、初期宗教心理 学の時代 とは異な り、 宗教心理学が心理学全体 では 「辺境」
にあ り、心理学 の 「主流」に影響 を与えるには至っていない。そ の理 由としては、研究 関心が
細分化 され理論的な展望が見 られない こと、 心理学の主流の研究方法である実験 による研究が
乏 しいこと、心理学者一般の宗教 への関心 の低 さの 中で宗教心理学研 究者が例外 的 に宗教性の
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高いマイ ノ リテ ィ ・グループである こと、研究 論文 が宗教心理学 の専門誌 に限 られ ている こと
によると指摘す る。
第3章 「宗教心理学の歴史(H)一 日本編」 は、 たんなる学史 の回顧 にとどま らず に、 宗教
心理学 の発展の可能性 を具体 的に探 る ことを 目指 して、 明治期か ら現在 に至るまでの 日本にお
ける心理学的宗教心理学 の歴史が宗教学 的宗教心理学 と対比 させて詳細 に跡づけ られてお り、
すで に心理学専門誌で高い評価 を得て いる論考 である。論者 によれば、宗教心理学の研究 は、
心理学 を海外か ら受容 した明治時代以来、 戦後 まで絶 える ことが なか った。 それ も一部 の特殊
な研究者 によ ってではな く、 草創期 の重要 人物で ある元 良勇次郎、松本亦太郎、桑 田芳蔵 らが
関わ り、 日本心理学学会誌 の前身r心 理研究』 に発表 されて いた。そ の集大 成の一つが今 田恵
『宗教心理学』(1934、1947)で ある とす る。戦後、社会心 理学が 自 らのアカデ ミックな アイデ
ンテ ィテ ィを確 立 ・強化す るにしたが って宗教心理学 的研究 の多 くがそのなかに取 り込 まれ、
宗教心理学独 自ののアイデ ンテ ィテ ィは失われた。
心理学 ・社会心理学 の枠組 みに適合 して発展 しやす い領域 として宗教的態度 やパーソナ リテ ィ
に関する研 究があげ られ、宗教研究 の独 自性 を発揮す るテーマ として回心や宗教的発達、死 と
宗教性 に関する研究 がある と指摘す る。
第4章 「回心の心理学」 では、入信 ・回心が本論文 の主要研究 関心であ ることことか らも入
念な考察 が施されて いる。Starbuck、James、Ames、Coe、Prattを と りあげて論点を比較 対照
しつつ、 回心が初期宗教心理学 の共通 の関心テーマ にな って いた こと、そ こには個 人心理学、
社会学、社 会心理学 的な見方が入 り交 じる広範な議論が展 開されて いた こと、そ してそれ らの
議論 には回心 を宗 教的社会化 とと らえよ う とす る論 者 の見方 の原点が見 いだ され る と評価 す
る。回心が再度注 目を集 めるのは新宗 教運動が盛ん にな った1960年 代で、キ リス ト教か ら非キ
リス ト教グループへ 関心が広が り、研究者 の輪 も社会学者へ広が った。論者は新 しい回心研究
の動向 を3類 型に分 けて レビュー し、 回心者 を受動 的な存在 と見 なす受動主義者 と回心者 を積
極的な意味の探 究者 と見 なす積極主義者 の2つ のパ ラダイム に整序 して考察 を加え、その知見
が 日本の研究 でも適用可能で あると強調す る。
以上の理論 的整序 をふ まえて、第5章 か ら8章 まで の4つ の章 は、新宗教 「崇教真光 教団」
おける宗教 的社会化 を共通テーマ とす るフィール ドワー クによる実証研究である。
第5章 「新宗教 の 『癒 し』 の機能」は、社会心理学 的な視点か らの 「癒 し」論で、病気 を含
めたさまざまな原 因による悩み ・苦 しみ をすべて精神 的に健康でな い状態 として 「心の病」 と
と らえ、 それが主観 的に改善 された状態 を 「癒 し」 と規定す る。新宗教は集団療法の働き を示
している とい う60年 代以 降の視点 の転換 に注 目し、論者 は、新宗教 におけ る癒 しとして、修養
的な癒 し、儀 式の実践 による呪術的な癒 し、信仰共 同体へ の参加 による共同性の癒 しの3点 を
提唱 し、癒 しの中核 的な要素はアイデ ンテ ィテ ィの変革 ・確立で あると強調する。
まず第6章 「回心へ の社会心理学的 アプ ローチ」で は、 回心 を社会心理学的な立場か ら接近
す るため に 「宗教 的社会化」 とい う概念で とらえなお し、 「宗 教的生涯 発達」 という視点 を取
り入れる。 崇教真光 の歴史、教義 、儀式 を概説 し、参 与観察 によ り真光 における3つ の 「癒 し」
の様相を明 らかに して真光 にお ける宗教 的社会化 のメカニズム を探 る。教義、儀式、共 同体 と
い う宗教の中核 的要 素をめ ぐって、信念 の社会化、宗教 的活動 の社会化、共 同性 の社会化が行
われ、それぞ れが修養 的な癒 し、呪術 的癒 し、共 同性 の癒 しの回路 を形成 し、癒 しの体験が逆
に宗教 的社会化 を促進す るとの立場 を明示す る。
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第7章 「宗教性 の多元性 とそ の発達 的変化」 では、崇教真光の道場で実施された質問紙調査
によって宗教 的生涯発達 と宗教的社 会化 について考察 され る。質 問紙は宗教性が信念 ・行 動 ・
体験 ・儀式 の4次 元 の構造 を有する とい う仮 説の もとに作成 され、データの統計的処理の結果、
仮説 は検証 された として いる。 さ らに宗教性 の4つ の次元 に及ぼす宗教的発達 と社会化 の影響
をみ る目的で、二世の組み手については性 と年齢 段階 を、一世の組み手については性 と年齢段
階 と入信年数 を要因 として取 り上げ、二世 の組 み手 においては体験の次元 が年齢 とともに発達
す ること、一世の組み手では信念 ・行動 ・体験 の次元 において宗教的社会化 の効果 が認 め られ
た と結論づ ける。
第8章 「家族 と宗 教性」 は、宗教 的社会化 のエージ ェン トとしての家族 に注 目し、 主に親 の
宗教的態度が子 どもの宗教性 に与 える影響 について検 討する。 子 どもの入信 に親 が強い影 響を
与え るのは青年前期 までであ り、成 人期 になる と逆に子 どもの影響で入信す る人が出て くる こ
と、父親 と母親では母 親の影響 力のほうが強 い こと、配偶者 間では女性が男性 を導 くケー スは
多いがその逆は見 られ ない ことを明 らか にす る。
第9章 「宗教的社会化 と宗教性 一民俗宗教 と新宗教 のダイナ ミクスー」で は、宗教 的社会化
が宗教性 に及ぼす 影響 について、民俗宗 教 と新 宗教 のダイナ ミクス とい う観点 か ら考 察 され
る。そ の例 として、モルモ ン教 を取 り上げ、東北地方 の3つ の教会 に所属す る信者 を対象 に質
問紙調査 を行 い、 モル モン教 の信仰 と 日本人 の民俗宗教性 との分化 ・関連、す なわ ちモル モン
教への宗 教的社会化が 民俗宗教性 にどの ような影響 を及ぼ して いるのかが検討 され る。分析 の
結果、 民俗宗教性 は加護観念、俗信 ・タタ リ意識、現世利益 的行動 の三部分 に分 け られ、後二
者 はモル モ ン教 の信仰が強 くな ると低下す ること、すなわ ち民俗宗教性 の一部はモルモ ン教 の
信仰 の影響 を受 けて弱体す るとを明 らか にして いる。
以上 のように、本論文は、宗教心理学の基本問題 と研究史 について の詳細な論究 をふ まえて、
崇教真光教 団、モルモ ン教 とその信者 を対 象 にして社会心理学 の立場か ら新宗教 に多角的 にア
プ ローチ した研究 の集大成で ある。論者 は、宗教心 理学の研 究が回心の問題 を 中心 に1930年 代
まセ活況 をみた後、 当時隆盛の科学的心理学 にはな じまな いテーマ として60年 代 まで回避 され
て きた歴史 的経緯 を詳細 にた どる。現在の研 究の停滞 の一 因が心理学的宗教心理学 と宗教学的
宗教心理学 の乖離 にあると指摘 して、現 状 を乗 り越え るため の論点 を整序 し方策 を提示 して い
る。宗教 的生涯発達 の視野の必要性 を強調 し、 回心や入信後の信仰 の深化 を 「宗教的社会化」
の視点か らと らえなおす。宗教性 が信念 ・行 動 ・体験 ・儀式の4次 元構造を有す るとする仮説
を調査デー タにもとつ いて検 証 し、 実証研 究の在 り方 に一つのモデル を提供 している。 前段の
理論的展 開と後段の実証研究 との関連性 に不十 分な点はあるが、 この研究 分野に横 たわる基本
問題 を根底か ら掘 り起 こした論者 の総合 的な研究 姿勢は高 く評価 される ものであ り、宗 教心理
学 の研究動 向にイ ンパ ク トを与え寄与する ところ大で あると判断 され る。 論者 による宗教心理
学 の歴史 の批判的 レビューは、す で に心理学専 門誌で高 い評価 を得て いる。
よって、本論文の提 出者は、 博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する ものと
認め られ る。
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